
申請期間は11月末までのはずですが実際には…

国土交通省 事故防止対策支援推進事業
「過労運転防止のための先進的な取り組みに対する支援事業」のタイムライン

2015年

4/1 7月平日初日 8/23 9/20 10/7
補助金対象期間

開始
申請受付開始

2016年

2017年

募集終了

募集終了

78日間

51日間
募集終了

93日間

11/31

もっと早まる？2018年

「購入」
「取り付け」
「支払い」

の完了

総額予算が設定されているうえ、活用しようとしている事業社が増加しているためです。
機器の導入と申請には想像以上の時間が必要です。
ご利用を検討される場合は早めに着手することをお勧めいたします。（補助金の対象機種の確定時期は5月末頃の予定）

補助金申請の締切が早まる傾向があります



① 申請用紙（交付要綱第１の３号様式）

② 申請用紙（実施要領別紙６）

③ 補助金請求書（交付要綱第９号様式）

④ 振込先調書

⑤ 事業報告書（直近事業年度分）

⑥ 運輸安全マネジメントに関する書類

⑦ 申請者が同一事業について、他の国の補助金を受けていないことを証する書類（宣誓書）

⑧ 補助対象機器のカタログ等

⑨ 領収書の写し

⑩ 明細書

⑪ 設置確認書類

⑫ 賃貸契約書の写し及び貸与料金算定根拠明細（申請者がリース事業者の場合）

⑬ 事業及び資産及び負債についてわかる書類（申請者がリース事業者の場合）

⑭ 自動車運送事業者へ当該補助対象となる機器を貸渡すことを証する書類（申請者がリース会社の場合）

⑮ 車検証の写し

※ 申請書類は各地方運輸局等申請受付場所へ直接持ち込みが必要です。（郵送不可）

補助金申請用紙＋説明記入例の入手は
ココをクリック

申請に必要な書類

http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/subcontents/data/shinsei_ex_2.doc


①申請用紙（交付要綱１の３号様式）

②申請用紙（実施要領別紙６）

③補助金請求書（交付要綱第9号様式）

④振込先調書

⑤事業報告書

⑥運輸安全マネジメントに関する書類

⑦申請者が同一事業について、他の国の補助金を受けていないことを証する書類（宣誓書）

⑮設置した車両の車検証の写し

⑫~⑭は申請者がリース事業者の場合のみ必要（通常は不要）

お客様が用意する書類

⑧製品カタログ

⑨領収書の写し

⑩明細書

⑪設置確認書類（取付業者が撮影した写真を加工して貼り付ける）

販売店が用意する書類

・設置確認書に掲載する写真

取付作業者が用意

記入が必要な名称、住所、金額などは予めワード
などで入力しておいて印刷しても問題ない

車両の前後（ナンバーが判別できるもの）と車載器の取付状態がわかるもの



これ以降はダウンロードできる申請用紙に付属
する必要書類の記入見本などの抜粋です。

※⑫～⑬についてはリースの事業者のみが提出の対象になるため省略しています。



①申請用紙（交付要綱第１の３号様式） ②申請用紙（実施要領別紙６） -１



②申請用紙（実施要領 別紙６）-２ ③補助金請求書（交付要綱第９号様式）



④振込先調書 ⑤事業報告書（直近事業年度分）-１



⑤事業報告書（直近事業年度分）-2 ⑤事業報告書（財務諸表）-3



⑤事業報告書（賃借対照表）-4 ⑥運輸安全マネジメントに関する書類



⑦申請者が同一事業について、他の国の補助金を
受けていないことを証する書類（宣誓書）

⑩明細書



⑪設置確認書類-１ ⑪設置確認書類-２



申請書類のまとめ方

全ての書類が揃っているか、下記チェックリストを使用
し確認してください。

★提出時の注意★
・書類の提出部数は５部です。(1)～(4)をセットにして
５部ご提出ください。(原本１部、コピーを４部提出。
コピーのうち３部には(5)～(15)も併せてご提出くださ
い)。
・提出時、書類はＡ４・片面とし、ホッチキス止めせ
ず、「クリップ」止めでご提出ください。
・同一事業者において複数の営業所が導入を行う場合は、
全営業所分を本社営業所が取りまとめたうえ申請するこ
と。また、複数回申請を行う場合は、必ず初回に提出し
た各地方運輸局等窓口に提出すること

最寄りの地方運輸局もしくは運輸支局等

受付時間 平日９時～１６時
（受付終了間際は混雑するので避けたほうが良い）

申請書類の提出先

その他の注意事項

1. 受付の早期終了の公表は以下のURLにて

http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/subcontents/jiko
boushi.html

2. 書類の不備を指摘された場合は一週間以内に対応が原
則 それ以上かかる場合は一旦取り下げて再提出

3. 手続きに不正が見受けられた場合は申請が拒否される
場合があります

http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/subcontents/jikoboushi.html

